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今月の主な内容

■地域のものを地域でお買い物� P２
■�大山崎町長選挙　大山崎町議会議員
　一般選挙のお知らせ� P４
■11月４日はお祭りの秋♪　� P６
■大山崎さくらの里保育園が開園予定です
� P７

９月13日木大山崎中学校で、第48回体育大会が開催されました。学
級代表リレーでは、各クラスの代表が対決。優勝を目指してバトンを
つなぎ、グラウンドを駆け抜けました。（関連記事15ページ）

優
勝
は
ゆ
ず
れ
な
い
！

2018(平成30)年

天王山のふもと、三川合流の地  みんなを笑顔にするまち  「え」えとこ、「が」んばる、「お」おやまざき
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地域のものを地域でお買い物
問＝経済環境課農林商工係　☎956-2101（内240）

　
皆
さ
ん
は
、
ど
こ
で
買
い
物
を

し
ま
す
か
。
町
内
、
近
隣
市
町
、

足
を
伸
ば
し
て
少
し
遠
く
ま
で
…
。

　
大
山
崎
町
は
小
さ
な
ま
ち
で
す

が
、
日
々
色
々
な
も
の
が
生
産
さ

れ
、
販
売
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
い

ま
す
。
農
産
物
に
限
ら
ず
、
お
菓

子
や
装
飾
品
、
お
土
産
物
な
ど
、

こ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
生
み

出
し
た
も
の
た
ち
が
、
こ
の
地
域

を
愛
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
売
ら

れ
、
こ
の
地
域
の
人
の
手
元
に
わ

た
っ
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
、
地

域
の
中
で
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性
化
を
促

す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
皆
さ
ん

も
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
に
加
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
大
山
崎
町
や
そ
の
近

隣
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど

を
販
売
し
て
い
る
場
所
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
特
に
出

か
け
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
散
歩
が
て
ら
、
町
内
へ

買
い
物
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

大山崎町商工会
事務局長

西山 正人 さん

・‌‌1冊10,000円　500円×24枚

つづり（10,000円で12,000

円分のお買い物ができます）

・‌‌お一人様5冊まで（有効期限は

平成31年1月31日木）

・‌‌販売期間は10月3日水～（約

400冊、先着順）

・‌問・販売場所‌大山崎町商工会　

　☎956-4600

　（平日9:00～17:00）

「ララン商品券」

プレミアム
20％付き

第２次販売を行います

　大山崎町は交通の便が良い分、町内の方も町外へ出て買い物を
しやすい環境にあります。そのような中でも、町内には様々な魅
力的なお店があります。
　町内で買い物をすると、顔の見知った人から物を購入する安心
感があったり、ここでしか買えない特産品なども手に入れられま
す。何より、買い物を通して、店主さんとお客さん、また、お客さん
同士がつながり、地域コミュニティが形成されます。高齢化が進
む中、地域で見守る、見守られる関係がつくられていきます。
　大山崎町商工会では、プレミアム20％付き「ララン商品券」を
販売しています。日常のお買い物、地震や台風で被害を受けた家
の修理などにも利用できますので、ぜひお買い求めください。商
品券で買い物をして、町の活性化にご協力ください。

買い物を通して地域コミュニティの形成を
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い
き
い
き
朝
市

す
て
き
発
見
市

山
崎
十
日
市
・
天
王
山
フ
ァ
ー
ム
＆

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
土
曜
日
、
円
明
寺
が
丘
団
地
脇
山
広
場
は
賑
や
か
で
す
。

午
前
９
時
か
ら
始
ま
る
「
い
き
い
き
朝
市
」
を
目
当
て
に
、

ご
近
所
さ
ん
が
続
々
と
列
を
な
し
ま
す
。
町
内
の
農
家
等
で

結
成
す
る
「
い
き
い
き
朝
市
実
行
委
員
会
」
が
主
催
し
て

お
り
、
畑
で
と
れ
た
て
の
新
鮮
な
旬
の
野
菜
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
顔
を
見
て
直
接
買
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら

安
心
。
も
の
の
10
分
で
あ
ら
か
た
の
商
品
は
完
売
し
て
し
ま

う
と
い
う
人
気
ぶ
り
で
す
。
お
得
な
値
段
で
購
入
で
き
る
の

も
魅
力
の
ひ
と
つ
。
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
山
崎
十
日
市
と
同
じ
く
、
毎
月
十
日
に
開
催
さ
れ
て
い

る
「
す
て
き
発
見
市
」。
離
宮
八
幡
宮
の
境
内
に
、
地
元

を
中
心
と
し
た
お
店
が
並
び
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ク
ッ

キ
ー
な
ど
、
小
さ
い
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
も
安
心
の
商

品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
か
ら
15
年
の
長
い

歴
史
を
持
ち
、
お
店
の
中
に
は
長
く
出
店
さ
れ
て
い
て
、

固
定
の
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
お
店
の
人
と
お
客
さ
ん
が
話
し
た
り
、
お
買
い
物
を
し

な
く
て
も
、
イ
ス
に
座
っ
て
お
茶
を
し
た
り
と
、
憩
い
の

場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
人
々
に
長
く
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
南
側
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
山
崎
十

日
市
」「
天
王
山
フ
ァ
ー
ム
＆
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。
山

崎
地
産
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

山
崎
十
日
市
は
毎
月
十
日
に
開
催
さ
れ
、
手
作
り
雑
貨
や

食
べ
物
な
ど
が
並
び
ま
す
。
ま
た
、
天
王
山
フ
ァ
ー
ム
＆

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
春
、
秋
の
年
二
回
開
催
さ
れ
、
よ

り
「
食
」
に
富
ん
だ
内
容
で
、
ど
ち
ら
も
こ
だ
わ
り
の
商

品
を
求
め
る
観
光
客
や
地
元
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
大
山
崎
町
の
空
気
感
に
マ
ッ
チ
し
た
、
人

の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
市
と
し
て
、
ご
近
所
の
皆
さ

ん
も
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

私たちが出品する作物を
求めて多くの方が来てく
ださっているので、期待
されているんだなと感じ
ます。その期待に応える
べく、長くやっていきた
いですね。いきいき朝市実行委員会 会長

大北 栄次 さん

山崎地産文化交流プロジェクトのみなさん

すてき発見市 代表　津田 庸子 さん

いきいき朝市
毎週土開催（1～3月は
月2回）9:00～
ところ＝円明寺脇山広場
主催＝いきいき朝市実行
委員会
問＝町経済環境課農林商
工係 ☎956-2101（内
243）

すてき発見市
毎月10日開催
ところ＝離宮八幡宮境内
主催・問＝すてき発見市
　y16-1tsuda1@docomo.ne.jp

山崎十日市
毎月10日開催
天王山ファーム&フード
マーケット
次回は11月23日 祝
ところ＝いずれもJR山
崎駅南側広場
主催・問＝山崎地産文
化交流プロジェクト
☎953-1292

町の駅前を盛り上げようと開催しています。
中には、お店を出している方で、この地を気
に入って移住された方もいます。お客さんに
も「大山崎町には楽しいことがいっぱいある
ね」と喜んでいただいています。

どのようなことをすると楽しい
か、周りがちょっといい方向に向
くかを考えて活動しています。お
客さんの普段の暮らしが楽しくな
るような存在でありたいですね。



投
票
日
＝

平
成
30
年
10
月
21
日
日

　
午
前
７
時
～午後

８
時
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投
票
で
き
る
人

　
本
町
で
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
し
、
投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し
て
い

る
方
で
す
。

・
平
成
12
年
10
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
　

・
日
本
国
民
の
方

・�

平
成
30
年
７
月
15
日
以
前
に
、
大
山
崎
町
に
住

民
登
録
（
転
入
届
出
）
を
さ
れ
た
方

　
投
票
所
に
つ
い
て

　
本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人
は
、

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
次
の
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　
告
示
日
（
10
月
16
日
火
）
ま
で
に
、
投
票
所
入

場
整
理
券
（
は
が
き
）
を
各
戸
配
布
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
か

つ
投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人
は
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。�

第
１
投
票
所

大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
所

大
山
崎
町
役
場
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

第
３
投
票
所

円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

第
４
投
票
所

下
植
野
集
会
所

大
山
崎
町
長
選
挙

大
山
崎
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

大
山
崎
町
長
選
挙
お
よ
び
大
山
崎
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
10
月
21
日
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
与
え
ら
れ
た
１
票
の
権
利
を
慎

重
に
正
し
く
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

�

今
回
の
選
挙
で
は
、
平
成
30
年
10
月
15
日
を
基

準
日
と
し
た
選
挙
人
名
簿
を
使
用
す
る
た
め
、

そ
の
３
ヶ
月
前
で
あ
る
７
月
15
日
よ
り
後
に
本

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
な
い
た
め
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

��

ま
た
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
本
町
か
ら
転
出
さ

れ
た
場
合
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

問＝大山崎町選挙管理委員会　☎956-2101（内321）
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期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど
の
予
定
の
あ

る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
１
）
期
間
＝
10
月
17
日
水
～
10
月
20
日
土

　��

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（
２
）
場
所
＝
大
山
崎
町
役
場
３
階
　
防
災
会
議
室

（
３
）
持
物
＝
投
票
所
入
場
整
理
券
（
は
が
き
）

（
裏
面
の
宣
誓
書
を
記
入
し
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

　
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
大
山
崎
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
中
の
方

や
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
中
の
方
は
、

「
不
在
者
投
票
」
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
入
所
施
設
の
担
当
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
期
間
は
、
10
月
17
日
水

か
ら
10
月
20
日
土
ま
で
で
す
。

　�

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票�

に
つ
い
て

　
重
度
の
身
体
障
が
い
な
ど
で
外
出
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
自
宅
か
ら
郵
送
な
ど
に
よ
り
投
票
で

き
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
制
度
が
あ

り
ま
す
。
事
前
手
続
き
が
必
要
と
な
る
た
め
、
詳

細
に
つ
い
て
は
早
急
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報
に
つ
い
て

　
選
挙
公
報
は
、
10
月
18
～
19
日
に
各
戸
に
配
布

し
ま
す
。
10
月
19
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、

至
急
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
下
記
の
町
内
の
公
共
施
設
に
も
備
え
置
き
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
お
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
選
挙
公
報
を
備
え
置
く
町
内
の
公
共
施
設

①
大
山
崎
町
役
場
　

②
大
山
崎
町
立
中
央
公
民
館
　

③
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
　

④
大
山
崎
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　

⑤
大
山
崎
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
長
寿
苑
」　

⑥
大
山
崎
町
体
育
館
　

⑦
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
投
票
の
順
序
に
つ
い
て

①
町
長
選
挙
（
白
色
の
用
紙
）

②
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
水
色
の
用
紙
）
の
順

に
投
票
を
行
い
ま
す
。

　
選
挙
会
（
開
票
）
に
つ
い
て

　
10
月
21
日
日
午
後
９
時
か
ら
、
大
山
崎
町
体
育

館
で
行
い
ま
す
。
参
観
は
自
由
で
す
。

　
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
広
報
お
お
や
ま
ざ
き
11
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

期日前投票される際は※あらかじ
めご記入の上、ご持参ください

投票所入場整理券（はがき）

※‌‌投票日（10/21）当日に投票される場合は、この欄への
記入は不要です
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11月４日日はお祭りの秋♪
この日は町内で様々な催しが楽しめます。

ぜひお越しください。
詳細は来月号でお知らせします。

シャトルバスで
祭をはしご

とき＝11月４日日10：00～14：00
ところ‌‌＝ダイハツ京都工場（大山崎町字下植野小字北細池1番）
内容＝‌‌▶屋台・模擬店▶抽選会▶工場見学（計画中）など
主催・問＝ダイハツ京都工場　☎956-1141

内容＝‌‌▶福祉団体による物品販売▶健康フェスタ▶
長寿苑文化祭　など

主催・‌‌問＝福祉課社会福祉係（内151）、保健セン
ター（内554）、長寿苑（内556）、大山崎町
社会福祉協議会　☎957-4100

　健康福祉まつり　健康福祉まつり

内容＝�▶ミニ消防車体験乗車▶消防車両展示　など
主催・問＝大山崎消防署　☎956-0119

　消防フェスタ　消防フェスタ

内容＝‌‌▶ウルトラゆひ “クイズ王” 決定戦！▶ゆひまつり
オンステージ▶天王山マーケット▶町内染色家作品
展▶プラレールでめざせ天王山270メートル　など

主催・問＝天王山にぎわい実行委員　吉川
　　　　　☎090-3872-8474

　天王山ゆひまつり　天王山ゆひまつり

内容＝‌‌▶小中学校児童生徒作品展示▶大山崎中学校美術部
作品展示▶生涯学習課事業行政展示▶社会教育関係
団体紹介　など

主催・問＝中央公民館　☎957-1421

　文化のつどい　文化のつどい

内容＝‌‌▶農産物品評会出品野菜の展示・即売会▶いきいき
朝市特別市　など

主催・問＝経済環境課農林商工係　☎956-2101（内244）

　農林フェスタ　農林フェスタ
　ダイハツ京都フェスタ　ダイハツ京都フェスタ

平成30年度大山崎町民俗芸能鑑賞会
～
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
～

と
き
＝
10
月
28
日
■日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

　
　
　
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
町
体
育
館
小
体
育
室

定
員
＝
約
２
５
０
人
（
自
由
席
・
先
着
順
）

　
　
　
入
場
無
料
・
申
込
不
要

内
容
＝
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
の
解
説
・
公
演

解
説
＝
「
六
斎
念
仏
の
楽
し
み
方
」

　
　
　
八
木　
透
さ
ん
（
佛
教
大
学
教
授
）

演
目
＝�

鉄
輪
・
四
つ
太
鼓
・
祇
園
ば
や
し

　
　
　
・
四
季
・
海
士
・
獅
子
舞

主
催
＝
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
・

　
　
　
大
山
崎
町
文
化
協
会

問
＝
生
涯
学
習
課
文
化
芸
術
係

　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
２
６
）

大
山
崎
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

詳
し
く
ご
案
内
し
て
い
ま
す

○
六
斎
念
仏
と
は

　
平
安
時
代
、
民
衆
に
仏
教
を
広
め
る
た

め
、
空
也
上
人
が
街
中
で
鉦か

ね
や
太
鼓
を
打

ち
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
踊
っ
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
後
に
風
流
化
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
壬
生
六
斎
念

仏
は
、「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
と
し
て
昭

和
58
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
演
目
に
つ
い
て

　
「
鉄
輪
」「
四
つ
太
鼓
」「
四
季
」「
海

士
」
は
、
鉦か

ね
・
笛ふ

え
の
伴
奏
で
、
太
鼓
の
早

打
ち
・
曲
打
ち
・
踊
り
打
ち
を
み
せ
る
太

鼓
物
で
す
。「
祇
園
ば
や
し
」「
獅
子
舞
」

は
笛
・
鉦
・
太
鼓
の
は
や
し
で
芸
を
演
じ

る
芸
物
で
す
。
獅
子
舞
と
蜘く

蛛も

が
対
決
す

る
シ
ー
ン
で
は
、
蜘
蛛
が
糸
を
放
ち
ま

す
。
な
お
、
糸
の
先
に
は
鉛
が
つ
け
て
あ

り
、
こ
れ
を
３
つ
拾
っ
て
財
布
に
入
れ
る

と
お
金
が
貯
ま
り
、
身
に
着
け
る
と
厄
払

い
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

～
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
～

～
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
～

～
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
～

～
壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
～

分
（
午
後
１
時
開
場
）

大
山
崎
町
体
育
館
小
体
育
室

約
２
５
０
人
（
自
由
席
・
先
着
順
）

壬
生
六
斎
念
仏
踊
り
の
解
説
・
公
演

透
さ
ん
（
佛
教
大
学
教
授
）

鉄
輪
・
四
つ
太
鼓
・
祇
園
ば
や
し

○
六
斎
念
仏
と
は

○
六
斎
念
仏
と
は

と　き＝11月４日日　10：00～15：00
ところ＝大山崎小学校グラウンド・体育館、
　　　　中央公民館、長寿苑など役場周辺
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　新しい施設において、多様なニーズに応えるサービスの充実・向上が図ら
れるほか、事業者のノウハウを生かした特色ある保育が実施されるなど、柔
軟で幅広い運営が行われます。

平成31年４
月

入園説明会を開催・相談窓口を開設します

入園説明会

いずれも申込は不要です。 事前申込制です。（各相談日の前週金曜日までに申込）
申込先＝端山の丘こども園（☎075-953-8702）
また、電話による相談（随時）も行っています。
※電話相談の連絡先は上の申込先と同じです

相談窓口（個別相談）

大山崎さくらの里
　　　　　保育園の８

定員170名の保育園になります
　現在の入所定員を増やして受け入れます

１
午後８時まで延長保育を行います
　午前７時から午後８時まで開所しています

２
完全給食・アレルギー食も対応
　幼児も完全給食（主食を持参する必要はありま
せん）・アレルギー食も対応します

３

紙おむつの選択・布団のレンタルも可能
　保護者が選択できます。希望により布団のレン
タルも可能

４

縦割り保育と年齢別保育を行います
　異年齢との交流を図る縦割り保育と、共に学ぶ年齢別保
育を組み合わせて行います（乳児は担当制保育になります）

７

バスの送迎を行います
　園バスによる送迎を行います（申込制）

５
産休明け保育を始めます
　生後57日目以降の児童から入所できます

６

園内外での保育で多くの体験をします
　自然に親しんだり、行事を通して、地域の方々と世代を超え
た交流を深めるなどさまざまな体験を通じて保育を行います

８

つのいいところ

開園予定です

と　き ところ
10月27日土10：00～ 大山崎町立中央公民館
10月30日火19：00～ 大山崎町体育館小体育室
11月１日木19：00～ 円明寺が丘自治会館

と　き ところ
11月５日🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷

大山崎町役場１階
相談室11月12日🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷

11月19日🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷

平成31年４
月

開園予定開園予定開園予定開園予定開園予定開園予定開園予定
大山崎さくらの里保育園が

問＝福祉課児童福祉係
　　☎956-2101
　　（内150・181）
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大
阪
北
部
地
震
に
よ
る

漏
水
の
上
下
水
道
料
金
の

減
免
を
拡
大
し
ま
す

　
こ
の
た
び
、
６
月
18
日
に
発
生
し
た

大
阪
北
部
地
震
に
よ
り
、
漏
水
が
あ

り
、
修
理
を
さ
れ
た
使
用
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
漏
水
減
額
の
対
象
を

拡
大
し
て
減
免
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
者

　
大
阪
北
部
地
震
に
よ
り
、
水
道
管
等

（
給
湯
配
管
等
は
除
く
）
の
水
道
設
備

で
の
漏
水
が
あ
り
、
修
理
を
さ
れ
た
使

用
者
の
方

※�

平
成
30
　
年
９
月
５
日
付
け
で
家
事
用

途
の
み
か
ら
全
用
途
に
対
象
を
拡
大

し
ま
し
た

○
減
免
内
容

　
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
と
も
に
、

前
年
同
期
等
の
水
量
を
上
回
る
水
量
部
分

を
免
除
し
ま
す
。
な
お
、
漏
水
が
発
生

し
て
い
て
も
基
本
水
量
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
、
減
免
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

○
対
象
期
間

　
大
阪
北
部
地
震
発
生
日
の
平
成
30
年

６
月
18
日
を
含
む
平
成
30
年
度
２
期
分

（
７
月
検
針
分
）

※�

た
だ
し
、
修
理
完
了
日
が
３
期
分
に

ま
た
が
っ
た
場
合
は
、
３
期
分
も
対

象
と
し
ま
す
（
平
成
30
　
年
９
月
５
日

付
け
で
、３
期
分
に
も
対
象
を
拡
大

し
ま
し
た
）

○
申
請
方
法

　
「
上
下
水
道
料
金　
減
免
申
請
書（
大

阪
北
部
地
震
用
）」
を
申
込
先
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
、
消
印
有

効
）。
な
お
、
申
請
様
式
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
役
場
２
階
上
下
水
道
課

に
あ
り
ま
す

○
申
請
期
限

　
12
月
28
日
□金

○
漏
水
に
つ
い
て
確
認
を

　

漏
水
が
発
生
し
て
い
な
い
か
に
つ

い
て
、「
前
年
度
同
期
分
」
も
し
く
は

「
前
期
分
」
と
比
べ
て
水
量
が
増
加
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
不
明
な
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

今
回
に
限
り
、
町
指
定
工
事
事
業
者

以
外
で
も
可
（
た
だ
し
、
修
繕
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
及
び
写
真

の
提
出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

○
問
・
申
込
先

　
大
山
崎
町
上
下
水
道
課　
業
務
・
府

営
水
道
係

　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

　
（
内
２
７
１
，
２
７
２
，
２
７
３
）

　６月18日に発生した大阪北部地震の被害を受け、次にあ
てはまる対象者の方へ補助金を交付する新たな制度を創設
し、10月９日から申請受付を開始します。

申込期間＝10月９日□火～12月28日□金
※�屋根の軽量化とは、和瓦から軽量の瓦・スレート等へ
の葺き替え及び、土葺き屋根の土の撤去となります。
問・申込先＝建設課都市計画係　☎956-2101（内263）
※り災証明の交付申請については以下へお問い合わせください。
問＝税住民課税務係　☎956-2101（内142）

　以下の制度も継続して申請を受付しています。対象とな
る要件が異なるため、ご注意ください。

木造住宅の簡易改修・耐震診断の費用を補助します
すでに簡易改修工事を実施している方を対象にした新たな制度を創設

耐震診断

対��象
（記載要件を全
て満たす住宅）

▼昭和56年５月31日以前に着工された木
造住宅もしくは平成30年６月18日に発生
した大阪北部地震により被害を受け、り災
証明を交付された木造住宅▼延べ床面積
の２分の１以上を住宅の用途として使用し
ているもの▼簡易診断書を用いた自己診断
の結果、倒壊などの危険性が高いもの

自己負担費 自己負担費：3,000円

簡易改修（屋根の軽量化等）

対��象
（記載要件を全
て満たす住宅）

▼昭和56年５月31日以前に着工された木
造住宅もしくは平成30年６月18日に発生
した大阪北部地震により被害を受け、り
災証明を交付された木造住宅▼延べ床面
積の２分の１以上を住宅の用途として使
用しているもの

補助金額 簡易改修に要する費用の４分の３、最高
30万円

大山崎町木造住宅耐震簡易改修事業費特別補助金
（すでに簡易改修工事を契約・着工した方向け）

対��象
（記載要件を全
て満たす住宅）

▼大山崎町木造住宅耐震改修等事業費補
助金を受けていない▼昭和56年５月31日
以前に着工された木造住宅または、それ
以降に着工され、平成30年６月18日に発
生した大阪北部地震により被害を受けり
災証明を交付された▼平成30年６月18日
から８月５日までに、簡易改修にかかる
工事の契約および工事に着手した

補助金額 簡易改修に要する費用の16分の３、最高
７万5,000円

□ 

消
防
ひ
ろ
ば Fire D

epartm
ent

□ 

シ
リ
ー
ズ
防
災 S

urvive

□ 

図
書
室
だ
よ
り Relax

□ 

ま
ち
の
話
題 Town Topics

□ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン Inform

ation

□ 

伝
言
板　

M
essage
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Survive
シリーズ防災　政策総務課危機管理係 ☎956-2101（内331）

５
秒
へ
）
と
る
。

③
女
声
か
ら
男
声
に
変
更
す
る
。

【
テ
ス
ト
放
送
の
結
果
】

　
町
内
５
箇
所
で
確
認
し
た
結
果
、
音
声
の

重
な
り
は
一
定
の
改
善
を
見
ま
し
た
。
ま

た
、
男
声
は
女
声
に
比
べ
て
相
対
的
に
力
強

く
聞
こ
え
ま
し
た
。

【
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
】

　
今
回
の
結
果
を
受
け
て
、
当
面
は
「
文
節

を
短
く
、
間
隔
を
長
く
、
男
性
の
声
で
」
と

い
う
条
件
で
放
送
を
行
い
ま
す
。

【
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
に
も
連
携
】

　
放
送
内
容
は
、
放
送
に

先
駆
け
て
町
の
防
災
・
防

犯
情
報
メ
ー
ル
（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
に
も
配
信
す
る

た
め
、
聞
き
逃
し
た
り
、

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合

に
も
内
容
を
確
認
で
き
ま

す
。
事
前
登
録
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

【
よ
く
い
た
だ
く
ご
意
見
に
つ
い
て
】

Q�
屋
内
で
は
聞
こ
え
な
い

A�
近
年
は
住
宅
の
気
密
性
・
遮
音
性
が
向

上
し
て
お
り
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
距

離
に
も
よ
り
ま
す
が
屋
内
で
放
送
内
容
を

明
瞭
に
聞
き
取
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
や
「
何
か
言
っ
て

い
る
」
こ
と
を
ま
ず
覚
知
い
た
だ
き
、
補

完
と
し
て
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
な

Vol.62

「bousai.oyamazaki-town@
raiden.ktaiwork.jp」に空メ
ールを送信し、返信された
メールの指示に従って登録
してください。

台
風
第
21
号
被
害
に
つ
い
て

【
最
大
瞬
間
風
速
44
・
８
ｍ
／
秒
】

　
９
月
４
日
に
襲
来
し
た
台
風
第
21
号
は
、

25
年
ぶ
り
に
「
非
常
に
強
い
」
勢
力
を
保
っ

た
ま
ま
上
陸
し
、
気
象
台
の
公
式
記
録
で
は

な
い
も
の
の
、
乙
訓
消
防
組
合
本
部
（
長
岡

京
市
）
で
最
大
瞬
間
風
速
44
・
８
ｍ
／
秒
を

記
録
す
る
な
ど
、
稀
に
見
る
暴
風
に
よ
っ

て
、
大
き
な
被
害
を
生
じ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
被
害
を
振
り
返
り
、「
風
害
」
に
対
す

る
備
え
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
被
害
状
況
】

　
町
内
で
は
、
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
で
腕
を
負

傷
さ
れ
る
と
い
う
人
的
被
害
が
生
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
屋
根
や
外
壁
の
破
損
、
庭
木
の

倒
木
、
飛
来
物
の
散
乱
、
電
線
破
損
に
よ
る

停
電
な
ど
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
中
で
も

天
王
山
に
お
け
る
倒
木
被
害
は
非
常
に
大
き

く
、
当
面
の
間
、
入
山
を
規
制
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。
全
国
で
は
９
名
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
、
関
西
空
港
を
始
め
、
沿
岸
部
で

の
高
潮
被
害
、
暴
風
に
よ
る
車
両
転
倒
、
山

林
で
の
倒
木
な
ど
が
多
く
発
生
し
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
西
電
力
エ

リ
ア
で
１
，
０
０
０
本
以
上
の
電
柱
が
倒
壊

し
、
最
大
１
７
０
万
戸
が
停
電
し
ま
し
た
。

【
暴
風
に
よ
る
災
害
と
対
策
】

　
気
象
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
平
均
風
速
15
～
20

ｍ
／
秒
の
風
が
吹
く
と
、
歩
行
者
が
転
倒
し

た
り
、
高
速
道
路
で
の
車
の
運
転
に
支
障
が

出
始
め
」
る
、「
最
大
風
速
が
40
ｍ
／
秒
を

超
え
る
と
電
柱
が
倒
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、「
車
も
含
め
て
不
要
不
急

の
外
出
は
控
え
る
」「
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
る
」「
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
飛
来

物
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に

物
を
置
か
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
他
に
も
停

電
や
断
水
に
備
え
、
飲
料
水
、
食
料
、
照
明
、

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
備
蓄
も
効
果
的
で
す
。

【
町
の
応
急
対
応
】

◎
通
行
の
支
障
と
な
る
約
20
箇
所
の
倒
木
等

を
応
急
措
置
し
ま
し
た
。

◎
台
風
に
よ
っ
て
発
生
し
た
ゴ
ミ
（
飛
来
し

た
物
を
含
む
）
は
、
災
害
ゴ
ミ
と
し
て
特
別

の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
ゴ
ミ
の
分
別

回
収
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
り
災
証
明
書
の
発
行
は
、
翌
９
月
５
日
か

ら
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
災
害
規
模
に

よ
っ
て
準
備
期
間
が
異
な
り
ま
す
が
、
速
や

か
な
発
行
に
務
め
て
い
ま
す
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の 

運
用
に
つ
い
て

　
昨
年
９
月
に
完
成
し
、
災
害
時
や
緊
急
時

に
運
用
し
て
い
る
「
同
報
系
防
災
行
政
無
線

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）」
に
つ
い
て
、「
放
送
が

聞
き
取
り
に
く
い
。」
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
善
の
た
め
に
、

８
月
27
日
に
テ
ス
ト
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

【
放
送
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
文
節
を
短
く
、
ゆ
っ
く
り
放
送
す
る
。

②�

文
節
と
文
節
の
間
隔
を
長
く
（
２
秒
か
ら

ど
、
複
数
の
手
段
に
よ
る
情
報
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

Q�
以
前
の
よ
う
に
広
報
車
に
よ
る
周
回
放

送
で
は
だ
め
な
の
か

A�
広
報
車
の
放
送
は
半
径
数
十
ｍ
に
し
か

届
か
な
い
た
め
、
町
内
の
数
十
箇
所
で
そ

れ
ぞ
れ
数
分
間
の
定
点
放
送
を
行
う
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
最
初
と
最
後
の
地
点
で

は
１
時
間
以
上
の
時
間
差
が
生
じ
て
い
ま

し
た
が
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
に

よ
り
、
町
全
域
に
、
瞬
時
に
放
送
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
周
回
放
送

に
車
両
３
台
と
職
員
９
名
を
投
入
し
て
い

ま
し
た
が
、
他
の
業
務
に
回
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
一
定
の
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
で
す
が
、
音
声
で
の
放
送
で
あ
る
以

上
、
強
風
や
大
雨
な
ど
の
気
象
条
件
や
、
高

層
建
築
物
な
ど
の
周
辺
環
境
に
影
響
さ
れ
や

す
い
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
聞
き
取
り
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
従
来
の
広
報
車
に
よ
る
放
送
よ

り
も
広
く
、
多
く
の
方
に
一
斉
に
情
報
を
伝

達
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
時
に
は
、

正
確
な
情
報
を
確
実
に
獲
得
す
る
手
段
を
複

数
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、同
報
系
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
も
そ
の
１
つ
で
す
。

　
日
頃
か
ら
災
害
時
や
緊
急
時
に
情
報
を
得

る
手
段
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
正
確

な
情
報
を
確
実
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。


